
自分たちで考えた図柄のキャンドルに火をともす

朝波小学校の児童たち（関連記事８ページ）

日
本
遺
産
「
立
神
岩
」
の
ま
ち

幻
想
的
な
光
に
つ
つ
ま
れ
て
―
―
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愛媛大学　
理学部理学科
物理コース ３年生
趣味：野球観戦

島根大学　
総合理工学部
知能情報デザイン学科 ３年生
趣味：運動

鳥取大学　
地域学部地域学科
人間形成コース ３年生
趣味：ダーツ、読書

安田女子大学　
教育学部
児童教育学科 ２年生
趣味：映画鑑賞

安田女子大学
看護学部看護学科 ２年生
趣味：サウナ

島根県立大学　
総合政策学部総合政策学科　
地域公共コース ２年生
趣味：読書

問産業企画課（☎0854‐83‐8075）
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「
お
お
だ
学
生

　ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」
と
は

　
学
生
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
を
促

進
す
る
た
め
、
大
田
地
域
人
材
確

保
促
進
協
議
会（
楫
野
弘
和
会
長
）

が
、
ふ
る
さ
と
「
大
田
市
」
を
愛

す
る
学
生
を
「
お
お
だ
学
生
ア
ン

バ
サ
ダ
ー
」
と
し
て
委
嘱
し
て
い

ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
①
ほ
か
の
学
生

と
積
極
的
に
交
流
し
て
交
友
関
係

を
つ
く
る
、
②
市
内
企
業
や
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
情
報
を
ア
ナ
ウ
ン
ス

す
る
、
③
大
田
地
域
人
材
確
保
促

進
協
議
会
と
一
緒
に
、
就
職
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
企
画
や
運
営
を
す
る
、

な
ど
の
活
動
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

  

就
職
イ
ベ
ン
ト
「
し
ゃ
べ

  

く
り
お
お
だ
」
を
開
催

　
令
和
５
年
２
月
25
日
、
大
田
商

工
会
議
所
で
「
し
ゃ
べ
く
り
お
お

だ
」
と
い
う
就
職
イ
ベ
ン
ト
を
大

田
地
域
人
材
確
保
促
進
協
議
会
と

と
も
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
市
外
に
進

学
し
た
大
学
生
な
ど
に
、
大
田
で

の
働
き
方
や
暮
ら
し
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
、
市
内
で
働
く
若
手

社
員
と
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
を
す

る
こ
と
で
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
を
促
進

し
よ
う
と
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
市
内
企
業
の
若
手

社
員
16
人
と
学
生
18
人
が
参
加
。

大
田
で
の
仕
事
や
生
活
、
大
田
の

魅
力
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
た
く

さ
ん
の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
は
、
市
内
の

飲
食
店
か
ら
料
理
を
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
し
、
大
田
市
の
グ
ル
メ
を
堪
能

し
ま
し
た
。
学
生
か
ら
は
「
大
田

市
で
の
将
来
の
生
活
が
イ
メ
ー
ジ

で
き
た
」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し

た
。

　
今
年
度
も
、
新
た
に
３
人
の
学

生
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
が
仲
間
入
り

し
、
メ
ン
バ
ー
は
合
計
６
人
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
市
内
就
職
に

つ
な
が
る
、
楽
し
い
就
職
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
。

就職イベント「しゃべくりおおだ」の様子

大
田
地
域
人
材
確
保
促
進
協
議
会
と
は

　
大
田
市
、
大
田
商
工
会
議
所
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
石
見
大
田
、
市
内
高
校
、
会
員
企

業
で
構
成
さ
れ
、
地
元
企
業
の
人
材
確
保

促
進
を
目
的
に
組
織
さ
れ
た
団
体

学生アンバサダーを
やってみようと思ったきっかけは？
・地元のために、何かできるなら挑戦したいと
思ったから
・地元の良さを共有していき、ＵＩターンを促
進したいと思ったから
・地元と少しでも関わりたいと思っていたから
・高校の仲間と一緒に何かに挑戦したいと
思ったから
・地元のために、何か行動したいと思ったから

学生アンバサダーになって
良かったことは？
・仕事でも趣味でもない体験ができること
・地域の人と繋がりを持てたこと
・地元の大人と繋がりができたこと

学生アンバサダーになって
やりたいことは？
・現役女子大学生の大得意なＳＮＳを使って
大田市をＰＲしたい
・大田市の良さを学生に伝えたい
・就職前の学生のうちに、大人の意見をたく
さん聞ける場を作りたい

大田市のアピールポイントは？
・住民が優しく、すれ違えば挨拶してくれる
・近所の人が野菜やお菓子を持ってきてくれ
る

大田市のイメージは？
・世界遺産があり、自然豊かで静か
・日常の疲れを癒して、まったりできるまち
・地元の魅力を知らない人が多い
・のどかで時間がゆっくり流れていく

やってみたいイベントは？
・写真コンテスト
・「大田の大あなご」をＰＲできるイベント
・県外で食べ物展
・高校生を巻き込んだお祭り
・読書イベント

中高校生へ向けてアドバイスは？
・今を楽しんで！
・思い出をいっぱい作って！
・たくさん勉強して知識をつけて！
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山
陰
道
沿
線
活
性
化
協
議

  

会
の
取
り
組
み

　
琴
ヶ
浜
の
浜
辺
に
立
つ
「
白
い

ド
ア
」。

　
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
「
映
え
」

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
人
気
で
す
。
昨

年
は
、
旅
行
情
報
の
無
料
電
子
雑

誌
「
旅
色
」
で
も
、
絶
好
の
フ
ォ

ト
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
ド
ア
の
設
置
を
企
画
し
た

の
は
、「
山
陰
道
沿
線
活
性
化
協

議
会
（
事
務
局
：
島
根
県
）」。

島
根
県
お
よ
び
山
口
県
と
、
出
雲

市
か
ら
山
口
県
下
関
市
ま
で
の
11

市
町
、
国
土
交
通
省
中
国
地
方
整

備
局
で
構
成
さ
れ
、「
山
陰
道
全
線

開
通
前
か
ら
沿
線
地
域
が
連
携
し

て
沿
線
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
の

方
策
を
具
体
化
し
、
沿
線
地
域
を

活
性
化
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
協
議
会
で
は
、「
白
い
ド
ア
」

を
は
じ
め
と
し
た
地
元
関
係
者
の

協
力
に
よ
る
既
存
の
施
設
な
ど
を

活
用
し
た
企
画
や
、
ア
プ
リ
「
コ

コ
シ
ル
®山
陰
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
」で
の
沿

線
の
魅
力
発
信
な
ど
、
沿
線
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

  
山
陰
道
沿
線
応
援
隊
（
Ｅ

  

９
サ
ポ
ー
タ
ー
）
募
集
中

　
山
陰
道
沿
線
活
性
化
協
議
会
で

は
、沿
線
地
域
を
盛
り
上
げ
た
い
、

応
援
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
お

持
ち
の
か
た
を
対
象
に
「
山
陰
道

沿
線
応
援
隊（
Ｅ
９
サ
ポ
ー
タ
ー
）」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
Ｅ
９
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
い

た
だ
い
た
か
た
に
は
、
協
議
会
か

山陰道開通から広がる効果

琴ヶ浜の浜辺に立つ「白いドア」から
山陰道沿線地域の活性化へ

～「山陰道沿線活性化協議会」の取り組み～

ら
届
く
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
ご
自
身

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
発
信
し
た

り
、
ア
プ
リ
「
コ
コ
シ
ル
®山
陰
Ｗ

Ｅ
Ｓ
Ｔ
」
の
口
コ
ミ
に
地
域
の
魅

力
を
投
稿
し
た
り
、
沿
線
地
域
の

Ｐ
Ｒ
活
動
に
よ
る
応
援
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　
山
陰
道
を
使
っ
て
訪
れ
た
観
光

客
の
皆
さ
ん
に
、
沿
線
地
域
の
素

晴
ら
し
い
自
然
や
施
設
を
伝
え
る

Ｐ
Ｒ
活
動
は
、
記
憶
に
残
る
感
動

あ
ふ
れ
る
旅
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　「
山
陰
道
沿
線
応
援
隊（
Ｅ
９
サ

ポ
ー
タ
ー
）」に
興
味
を
お
持
ち
の

か
た
は
、
事
業
推
進
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

仁摩町馬路の琴ヶ浜にある「白いドア」

ココシル®
山陰ＷEST

大田・静間道路（久手地区）

至　江津至　江津

至　出雲至　出雲

国道９号

開
通
に
向
け

事
業
が
進
ん
で
い
ま
す

大田・静間道路（長久地区）

問
事
業
推
進
課
（
☎
０
８
５
４‐

83‐

８
１
６
７
）
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７
月
10
日
、
温
泉
津
小
学
校
３

年
生
の
児
童
10
人
が
、
温
泉
津
産

ア
ム
ス
メ
ロ
ン
の
初
出
荷
に
あ
た

り
、
Ｊ
Ａ
井
田
選
果
場
で
お
こ
な

わ
れ
た
出
荷
式
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
児
童
ら
は
、
メ
ロ
ン
の
収
穫
体

験
や
栽
培
に
関
す
る
出
前
授
業
な

ど
の
活
動
を
通
し
て
、
郷
土
愛
を

育
む
と
と
も
に
、
農
業
へ
の
理
解

を
深
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
生
産
者
の
か
た
た

ち
と
一
緒
に
、
安
全
に
出
荷
さ
れ

る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
メ
ロ
ン
を

見
送
り
ま
し
た
。
　

　
温
泉
津
産
の
ア
ム
ス
メ
ロ
ン
は
、

近
年
の
異
常
気
象
に
よ
る
高
温
障

害
な
ど
、
高
度
な
栽
培
管
理
が
求

め
ら
れ
る
中
、
安
定
し
た
高
い
品

質
と
生
産
出
荷
体
制
に
よ
り
、
高

い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
ア
ム
ス
メ
ロ
ン
は
、
玉

太
り
は
良
好
で
、
味
・
外
観
と
も

に
良
質
な
メ
ロ
ン
に
仕
上
が
り
ま

し
た
。

　
温
泉
津
町
施
設
園
芸
組
合
の
厚

朴
邦
広
組
合
長
は
「
生
産
に
若
い

仲
間
も
加
わ
っ
た
の
で
頑
張
っ
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
試
食
し
た
児
童
ら
は
メ
ロ
ン
を

頬
張
り
な
が
ら
「
甘
く
て
美
味
し

い
」
と
、
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

温
泉
津
メ
ロ
ン
に
舌
鼓

温
泉
津
小
学
校
３
年
生
が

地球温暖化やエコについて学んだよ！
～ 親子で取り組むもったいない生活事業 ～

問
農
林
水
産
課

（
☎
０
８
５
４‐

83‐

８
０
８
８
）

絵
本
で
エ
コ
に
つ
い
て
学
ぶ

園
児
た
ち

弓道の練習風景

　６月27日、久利保育園の園児10人が、大型絵本を使った読み聞かせや布製エコ
バッグ作りを通して、地球温暖化や自分たちでできるエコについて学びました。
　同様の内容で７月４日に「サンチャイルド長久さわらび園」、８月24日に「水上
保育園」でも開催。園児たちは、布製エコバッグにマジックで絵を描き、世界で
一つだけのマイバッグ作りや、リサイクルできるごみを釣り、素材別に分別し、
どんなものに生まれ変わるのか、楽しみながら学習しました。　

問環境政策課
（☎0854‐83‐8071）

問まちづくり定住課（☎0854‐83‐8172）
ていじゅう か

ICHIGO-ICHIE
一期一会

い　ち　 ご  い　ち　え

国際交流員　サトウ・アンドレイア・ユリコ
こくさいこうりゅういん さ　と　う　　　あ　ん　ど　れ　い　あ　　　ゆ　り　こ

　私は大田市へ来た当初から、大田総合体育館が開催するスポーツ教

室に参加しています。色々な教室がある中から弓道を選びました。　

　弓道とは弓で矢を放って、的に当てる武道の一つで、日本で古くか

ら行われています。ブラジルでは、なかなか体験できないということ

もあり、弓道はとても興味深いです。身近なところで日本の伝統文化

に触れあう機会があると知り、挑戦することにしました。弓道の動作

は一つ一つ大切で、細かい作法がたくさんあります。簡単には習得で

きませんが先生方の指導のもとで、楽しく練習をしています。

※　読みやすいように漢字とカタカナにふりがなをつけています
よ かん じ か　た　か　な

わたし

さん　か いろいろ きょうしつ なか きゅうどう

きゅうどう

きゅうどう

ふ

ひと

きゅうどう れんしゅうふうけい

ひと たいせつ

せんせい がた し　どう たの れんしゅう

こま さ　ほう かん たん しゅうとく

き  かい し ちょうせん きゅうどう どう  さ

きょう み  ぶか み　ぢか に　ほん でんとう ぶん　か

おこな ぶ　ら　じ　る たい けん

ゆみ や はな まと あ ぶ　どう ひと に　ほん ふる

えら

き とうしょ おお  だ   そう ごうたい いく かん かい さい す　 ぽ　ー　つ　きょうおお  だ   し

しつ
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「
お
お
だ
未
来
☆
夢
ラ
ン
ド
」

第
１
回
会
議
を
開
催

　
今
年
度
第
１
回
お
お
だ
教
育
魅

力
化
推
進
会
議
「
お
お
だ
未
来
☆

夢
ラ
ン
ド
」
を
７
月
６
日
、
市
役

所
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
大
学
教
授
や
脚
本
家
、
企
業
経

営
者
な
ど
、
市
内
外
の
さ
ま
ざ
ま

な
職
種
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
12
人

の
委
員
に
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
田
市
と
高
校
の
今
後
の
関

わ
り
方
に
つ
い
て

　
は
じ
め
に
、
大
田
高
校
の
阿
部

志
朗
校
長
よ
り
、
市
内
の
県
立
高

校
２
校
で
現
在
お
こ
な
わ
れ
て
い

る
取
り
組
み
と
、
今
後
の
課
題
や

展
望
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
探
究
」。
高

校
生
が
校
外
へ
出
て
い
き
、
地
域

の
魅
力
や
課
題
を
知
り
、
主
体
的

に
考
え
て
活
動
す
る
こ
と
が
未
来

に
つ
な
が
る
と
説
明
が
あ
り
、
そ

れ
に
は
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
必
要
不
可
欠
だ
と
触
れ
ら

れ
ま
し
た
。

　「
大
田
市
の
こ
と
を
よ
く
知
る

地
域
の
大
人
が
働
き
か
け
、
高
校

生
を
地
域
に
出
し
て
い
く
。
そ
の

た
め
に
は
地
域
側
か
ら
高
校
内
に

入
り
、
関
係
を
築
く
こ
と
で
地
域

と
高
校
が
つ
な
が
る
、
い
わ
ゆ
る

橋
渡
し
の
役
割
を
魅
力
化
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
お
任
せ
し
た

い
」と
の
お
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
人
材
確

保
の
面
か
ら
配
置
が
難
し
い
中
、

委
員
か
ら
は
委
員
自
身
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
に
な
っ
て
も
よ

い
し
、
つ
な
が
り
を
通
し
て
つ
な

ぎ
役
に
協
力
で
き
る
と
い
う
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
別
の
委
員
か
ら
、
学
校

の
先
生
は
子
ど
も
と
一
番
長
い
時

間
一
緒
に
い
る
の
で
、
生
徒
の
思

い
に
寄
り
添
う
姿
勢
を
持
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
し

た
。
教
員
多
忙
化
と
の
バ
ラ
ン
ス

の
と
り
方
も
今
後
の
課
題
で
あ
る

た
め
、
教
育
委
員
会
と
高
校
が
協

力
し
、
取
り
組
ま
な
い
と
い
け
な

い
課
題
で
あ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
交
換
と
熱
心
な
議
論
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
約
30
人
の
傍
聴
が
あ

り
、
会
議
の
終
了
後
に
も
委
員
と

意
見
を
交
わ
す
姿
が
見
ら
れ
る
な

ど
、
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま

し
た
。

問
学
事
・
魅
力
化
推
進
室

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
７
９
）

教
育
の
魅
力
化
を
推
進

気軽にトークしませんか？

豊
か
な
学
び
と
健
や
か
な
成
長
の
支
援
で

市長と語る会
グループ・団体募集

熱心に協議する委員の皆さん

　参加者からは「最初は緊張したけど、じっくりと
意見交換ができて良かった」「市長の人柄がよく分
かった」などの感想が寄せられています。
▽対象
　グループ単位（５～15人程度）
　市内に在住または勤務しているグループ・団体
　例）地域のまちづくりに取り組む団体、ＰＴＡ、
　　スポーツ関係団体、企業、児童・生徒、外国人、
　　各種サークルなど
▽会場
　グループ・団体の活動拠点、まちづくりセンター
　など（会場使用料が発生する場合は、グループ・
　団体でご負担ください）
▽時間　30分～２時間

▽申し込み方法　
　電話で事前予約が必要（原則先着順で、初めての
　グループなどを優先します）
　団体名（代表者名）・連絡先・参加人数・主なテ
　ーマなどをお聞きしたうえで、日程を調整します。

　各まちづくりセンターと調整し、開催します。
▽対象　まちづくりセンター単位（20人程度）
▽会場　まちづくりセンター
▽時間　最大２時間
※　内容の記録などのため、担当者が４人程度出席
します。
※　会の様子は、広報誌やホームページなどで公開
することがあります。

ふれあいトーク

よもやまトーク

　・問政策企画課（☎0854‐83‐8006）申
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松
井
保
代
表
取
締
役
社
長
（
右
）

地方創生を応援

株式会社日本ワイドコミュニケーションズ

問政策企画課（☎0854‐83‐8005）

清
掃
活
動
に
取
り
組
む
参
加
者

大田市海岸を美しくする活動

問農林水産課（☎0854‐83‐8082）

リ
チ
ャ
ー
ド
・
メ
イ
総
領
事
（
右
）

リチャード・メイ総領事が来市

　７月５日、在大阪・神戸米国総領事館のリチャード・
メイ総領事が市長を訪問しました。
　石東地区日米親善協会（清水好会長）が、アメリカ
ネバダ州ヘンダーソン市との相互交流事業を進めてお
り、その理解と協力を求めるために来市。メイ総領事
は「大田市は歴史のあるとても素敵なところ。さまざ
まなことで交流できれば嬉しい」と話し、市長は「交
流していくことはとても素晴らしいこと。ぜひまた大
田市にお越しいただきたい」と話しました。
　今後は、同協会が中心となり、アメリカネバダ州ヘ
ンダーソン市の学生と大田市の小中高生がリモートで
学生交流をおこなうことや、民間事業者の経済交流、
文化交流などが予定されています。

協
定
書
を
手
に
す
る
尾
原
所
長（
左
）

と
１
市
２
町
の
首
長

連携協定を締結
国立三瓶青少年交流の家と大田市・飯南町・美郷町 在大阪・神戸米国総領事館

問社会教育課（☎0854‐83‐8129）

　このたび、企業版ふるさと納税制度を活用し、株式
会社日本ワイドコミュニケーションズ（東京都中央区）
から「多様で活力ある産業をつくる事業」に寄附をい
ただきました。
　６月21日には感謝状贈呈式をおこない、市長から
「大切に活用させていただく。大田市の産業振興への
ご支援に深く感謝する」とお礼を述べ、感謝状と記念
品を贈呈しました。

　７月２日、「大田市海岸を美しくする活動」が、琴ヶ
浜海岸をメイン会場におこなわれました。
　この活動は今年で20回目を迎え、市民ボランティア
や地元自治会の関係者を含め、約250人が参加し、海
岸に漂着した空き缶やプラスチック、発泡スチロール
などを拾い集めました。このほかの海岸でも、約1,000
人が早朝から海岸清掃に参加し、汗を流しました。　
　大田市の海岸線は、白砂などに代表される優れた自
然環境を有し、琴ヶ浜や静之窟などの日本遺産もあり
ます。
　これからも、この美しい大田市の海岸を未来に引き
継ぐため、皆さんのご協力をお願いします。

　７月５日、国立青少年教育振興機構が有する全国で
28施設ある社会教育施設のひとつである、国立三瓶
青少年交流の家と１市２町（大田市・飯南町・美郷町）
が連携協定を締結しました。交流の家が、複数の自治
体と幅広い分野で協定を締結することは全国初です。
　この協定では、地域振興、観光振興、災害発生時な
どの幅広い分野での連携が期待されています。また、
交流の家がもつ人づくりや地域づくりのノウハウを活
かした社会教育活動の推進を通じて、地域の諸課題の
解決に主体的に取り組んでいこうとする人材を育てる
ための連携ができることで、活力ある地域社会の形成
と発展につなげるものです。
　交流の家の尾原敏則所長は「地域の諸課題に迅速に
対応し、活力ある地域社会づくりへの一役を担ってい
きたい。」と決意表明をされました。

問石東地区日米親善協会（清水 ☎080‐6338‐1192）
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三
瓶
山
西
の
原
に
レ
モ
ン
色
の

花
を
咲
か
せ
る
「
ユ
ウ
ス
ゲ
」。

　
７
月
15
日
の
夕
刻
か
ら
夜
に

か
け
て
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
広

大
な
裾
野
に
一
段
と
美
し
く
映
え

る
景
色
を
写
真
に
収
め
よ
う
と
、

約
３
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
ユ
ウ
ス
ゲ
は
、
夕
方
に
開
花
し

て
、
翌
朝
し
ぼ
む
ユ
リ
科
の
多
年

草
。「
大
田
の
自
然
を
守
る
会
」

（
伊
藤
宏
会
長
）
と
近
隣
小
学
校

の
児
童
が
20
年
近
く
、
守
り
育

て
て
い
ま
す
。
昨
秋
、
目
標
と
し

て
い
た
１
万
本
を
達
成
し
、
さ
ら

な
る
植
栽
に
よ
り
日
本
一
の
群
生

地
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
夜
の
日
本
海
に
浮
か
ぶ
漁
火
と
海
岸
に
並
べ
ら
れ
た
３
千
３

０
０
個
の
キ
ャ
ン
ド
ル
が
織
り
な
す
幻
想
的
な
光
景
を
楽
し
む

「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
in
波
根
海
岸
２
０
２
３
」（
渡
辺
　
夫
実

行
委
員
長
）
が
、
７
月
22
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
今
年
で
12
回
目
を
迎
え
、
波
根
町
の
夏
の

風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は「
国
際
交
流
」。市
内
在
住
の
ブ
ラ
ジ
ル
人

の
皆
さ
ん
が
、
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
の
準
備
段
階
か
ら
協
力
し
て

く
れ
ま
し
た
。
当
日
も
、
朝
波
小
学
校
の
児
童
や
地
元
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
と
も
に
設
置
作
業
を
お
こ
な
い
、
国
際
色
豊
か
な
会

場
と
な
り
ま
し
た
。

　
穏
や
か
に
波
を
立
て
る
海
に
夕
日
が
沈
み
始
め
た
頃
、
花
火

を
合
図
に
キ
ャ
ン
ド
ル
を
点
灯
。
雄
大
な
「
立
神
岩
」
を
背
景

に
、
漁
火
と
キ
ャ
ン
ド
ル
の
光
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、「
波
根
小
唄
保
存
会
」
の
艶
や
か
な
踊
り
や
、
土
江
子
ど
も
神

楽
団
に
よ
る
「
塵
倫
」
や
「
大
蛇
」
の
勇
壮
な
舞
い
な
ど
、
多
彩
な
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
約
２
０
０
発
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
夜
空
や
海
面
を
彩
り
、

歓
声
と
と
も
に
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り
ま
し
た
。

三
瓶
山
を
背
景
に
記
念
撮
影
す
る

来
場
者

　
７
月
22
日
、
仁
摩
サ
ン
ド

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
横
の
仁
摩
健
康
公

園
で
、
第
37
回
に
ま
ご
い
せ
祭

（
松
井
紀
充
運
営
委
員
長
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
温
泉
津
舞
子

連
中
が
「
大
蛇
」
な
ど
を
披
露
し

た
ほ
か
、
県
立
邇
摩
高
等
学
校
卒

業
生
コ
ン
ビ
に
よ
る
漫
才
、
ビ
ン

ゴ
大
会
や
石
見
銀
山
天
領
太
鼓

の
演
舞
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
、
会

場
を
一
層
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
夏
の
夜
空
に
２
０
０

０
発
の
色
鮮
や
か
な
花
火
が
咲
き

誇
り
、
多
く
の
観
客
を
魅
了
し
ま

し
た
。

「
温
泉
津
舞
子
連
中
」
に
よ
る
勇
壮
な
舞
が

披
露
さ
れ
ま
し
た

３
千
３
０
０
個
の
キ
ャ
ン
ド
ル
が

砂
浜
や
護
岸
に
設
置
さ
れ
ま
し
た

夕
日
を
背
に
、
波
根
小
唄
保
存
会
の

皆
さ
ん
が
踊
り
ま
し
た

レモン色の花「ユウスゲ」と光の共演
三瓶山西の原で幻想的な風景

多彩なイベントで心躍る夏祭りに
第37回　にまごいせ祭

漁火とキャンドルの光で幻想的な世界に
第12回　キャンドルナイトin波根海岸２０２３

おおだ
ウォッチング

まちの話題を紹介

い
さ
り 

び
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７
月
２
日
に
石
見
銀
山
遺
跡

が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と

を
記
念
し
、市
内
の
幼
稚
園
、小
・

中
学
校
で
は
、
地
場
産
品
や
銀
山

ゆ
か
り
の
食
材
を
使
用
し
た
給
食

が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　
献
立
は
銀
山
に
ち
な
み
「
大
田

の
和
牛
で
銀
山
お
宝
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
」「
切
り
干
し
大
根
の
梅
み
そ
え

ご
ま
和
え
」「
天
ぷ
ら
饅
頭
」。

　
地
産
地
消
に
こ
だ
わ
っ
た
給
食

は
児
童
生
徒
に
も
好
評
で
「
カ

レ
ー
に
サ
ツ
マ
イ
モ
が
入
っ
て
い

て
、
特
別
な
味
が
し
て
美
味
し

か
っ
た
」「
天
ぷ
ら
饅
頭
が
一
番
好

き
」
と
、
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

地
元
産
の
和
牛
・
た
け
の
こ
・
大
豆
・

ア
ス
パ
ラ
な
ど
が
入
っ
た
お
宝
カ
レ
ー

　
７
月
14
日
、
落
語
家
「
三
遊

亭
竜
楽
」
師
匠
を
久
屋
小
学
校
と

久
利
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
招

き
、
寄
席
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
「
久
利
寄
席
実
行
委
員

会
」
が
、
コ
ロ
ナ
以
前
の
生
活
に

戻
り
つ
つ
あ
る
今
、
ま
ち
づ
く
り

の
原
点
に
立
ち
返
り
、
地
域
の
活

性
化
や
子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
笑

顔
を
取
り
戻
そ
う
と
「
小
さ
な
拠

点
づ
く
り
」
の
一
環
と
し
て
企
画

し
た
も
の
で
す
。

　
落
語
を
聴
い
た
児
童
か
ら
は

「
初
め
て
聴
い
て
面
白
か
っ
た
。

テ
レ
ビ
で
も
観
た
い
と
思
っ
た
」

と
、
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

会
場
は
子
ど
も
た
ち
の
笑
い
声
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た

大田の“食の宝”使った給食味わう
祝！世界遺産登録16周年記念献立

落語で子どもたちに笑顔を
「三遊亭竜楽」師匠が寄席

　
若
年
層
の
地
元
就
職
を
促
進

す
る
た
め
、
６
月
20
日
、
大
田

地
域
人
材
確
保
促
進
協
議
会
（
楫

野
弘
和
会
長
）
が
、
県
立
邇
摩
高

等
学
校
、
県
立
大
田
高
等
学
校
、

県
立
農
林
大
学
校
を
訪
問
し
、
要

望
活
動
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
市
内
企
業
で
は
、
人
手
不
足
が

続
い
て
お
り
、
特
に
若
年
層
の
人

材
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
日
は
、
市
内
企
業

へ
の
就
職
に
つ
い
て
、
要
望
と
意

見
交
換
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
は
「
学
生
に
地
元
企

業
の
魅
力
を
伝
え
る
必
要
が
あ

る
」
と
話
し
、
引
き
続
き
の
協
力

を
求
め
ま
し
た
。

各
学
校
を
訪
問
し
、
人
材
確
保
を

要
望
し
ま
し
た

　
７
月
５
日
の
「
ア
ナ
ゴ
の
日
」、

国
民
宿
舎
さ
ん
べ
荘
で
、
ア
ナ
ゴ

を
供
養
す
る
鎮
魂
祭
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。

　
鎮
魂
祭
で
は
、
三
瓶
町
の
高
田

八
幡
宮
の
村
田
有
郷
宮
司
が
、
ア

ナ
ゴ
な
ど
が
供
え
ら
れ
た
特
設
の

祭
壇
で
祝
詞
を
あ
げ
、
ア
ナ
ゴ
へ

感
謝
の
意
を
表
し
、
関
係
者
が
玉

串
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

　
さ
ん
べ
荘
の
宇
谷
義
弘
社
長

は
「
ア
ナ
ゴ
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ

ん
に
美
味
し
い
ア
ナ
ゴ
を
食
べ
て

も
ら
え
る
よ
う
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

丼
ぶ
り
・
天
ぷ
ら
・
茶
碗
蒸
し
な
ど

多
彩
な
料
理
に
使
わ
れ
る
ア
ナ
ゴ

市内３校で人材確保を要望
大田地域人材確保促進協議会

７月５日に感謝を込めて鎮魂祭
国民宿舎さんべ荘

９

あな ご
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こんにちは
保健師です

ストレスとセルフケア
　　　　～自分のストレスに気づきましょう～

問健康増進課（☎0854‐83‐8151）

セルフケアは
気づきから

　ストレスとうまく付き合うには、「セルフケア」が大切です。セルフケアとは、自分の
今の状態をよく知り、ストレスの原因を把握して適切に対処することです。
　自分のストレスサインを知り、まずはストレスを抱えていることに気づきましょう。

やってみよう！
ストレスチェック

　普段仕事や家事で忙しくしていると、意外と自分のストレス状態には気づかないもので
す。ストレスとは、無縁と思っている人も、ぜひチェックしてみましょう。チェックの数
が多いほど、ストレスを抱えています。

自分のストレスに
気づくには？

　ストレスを感じ、心が疲弊してくると身体や心理面にストレスサインが出てきます。ス
トレスサインには個人差があり、身体面では「体のだるさ」や「肌があれている」、心理
面では「不安や落ち込み」、「イライラ」など、さまざまです。今までの自分を振り返り、
ストレスを抱えたときにどんなサインが出ていたか思い出してみましょう。
　自分自身のストレスサインの傾向がつかめると、早めに対策ができます。

□首や肩がこっている
□目が疲れている
□頭痛がある
□肌が荒れている
□寝つきが悪い・眠りが浅い
□体がだるい
□食欲がない

□不安だ
□落ち込んでいる
□イライラする
□楽しくない
□集中力が落ちている
□自信がない
□やる気が起きない

□生活が乱れている
□食べ過ぎてしまう
□飲みすぎてしまう
□衝動買いをしてしまう
□じっとできず落ち着かない
□カッとなりやすい
□遅刻や欠勤をする

ストレスが
身体面に出ています

ストレスが
心理面に出ています

ストレスが
行動・生活面に出ています

○からだを動かす
　　運動には、ネガティブな気分を発散し、こころと体をリラックスさせ、睡眠リズムを整える作用があります。
　特に効果的なのは、有酸素運動です。近所を散歩したり、緑の多い公園などで、ちょっとアクティブに過ごした
　りするだけでも効果があります。１日20分を目安に、体がぽかぽかして、汗ばむくらい続けてみましょう。
　　頑張りすぎると、かえって疲れてしまうので、「ああ、スッキリした！」と思えるくらいの軽さを目標に。１日
　にたくさん運動するより、継続することが大切です。
○モヤモヤした気持ちを紙に書く
　　モヤモヤした気持ちを抱えて苦しいときは、それを「紙」に書いてみましょう。
　　紙に書きだすことで、今抱えている悩みと距離をとって、客観的に見ることができるようになります。その結
　果、焦りがやわらぎ、落ち着いて物事を考えることができます。

今月の「＋１」こころの元気
毎日頑張っている自分を
　　　　　　褒めてあげよう！

プラスワン 健康長寿「＋１」活動
　島根県と県内自治体が推進する健康づくり活動。
減塩や運動、野菜摂取、たばこ対策など、健康に関
する取り組みを「なにか１つ」加えることで、皆さ
んの健康意識を高め、生活習慣の改善につなげます。

プラスワン

今からできるストレス対処法



接種券の発送

接種開始時期

令和５年秋開始接種（９～12月接種）

マイナポイント事業
ホームページ
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新型コロナウイルスワクチン接種のお知らせ
問健康増進課（☎0854‐83‐8203）

▽対象者
　初回（１・２回目）接種が完了した５歳以上のすべての人。
　※　令和５年春開始接種（５～８月接種）を受けた人も、接種を受けることができます。
　※　接種間隔は、前回接種から３か月の間隔を空けて接種します。
▽接種費用　無料
▽接種ワクチン　オミクロン株ＸＢＢ.１系統の１価ワクチン

◇令和５年５月から開始した、春開始接種を受けた人へは、前回接種から３か月を経過する時期に、接種券
　を発送します。
◇春開始接種を受けていない人で黄色の接種券をお持ちの人は、９月以降の接種に利用できます。紛失され
　た人は再発行の手続きが必要です。申請方法など詳しくは健康増進課までお問い合わせいただくか、市
　ホームページをご確認ください。
◇上記以外の人については、接種券を９月上旬以降に送付する予定です。

◇令和５年９月20日～12月（予定）
※　上記内容は、今後の感染状況などにより、変更される場合があります。
※　詳細が決まり次第、市ホームページでお知らせします。

関節リウマチ市民公開講座
　リウマチを一人で抱えて苦しんでいませんか？リウ
マチについての知識や、対処法について皆さんに広く
知ってもらうため、講座を開催します。個別相談会も
開催されますので、お気軽にご参加ください。

▽日時　９月24日㈰　13時～15時
▽場所　島根県立男女共同参画センターあすてらす
　　　　ＷＥＢ参加も可能（ＺＯＯＭ　ウェビナーで
　　　　の視聴）
▽内容　市民講座セミナー（講演）
　　　　Ｑ＆Ａコーナー
　　　　個別相談会（事前申込が必要です）
▽対象　どなたでもご参加ください。
▽参加費　無料
▽申込締切　９月23日㈯
▽申込方法　下記の二次元バーコードから申し込み

マイナポイント第２弾の
　申し込みは９月30日まで

　対象者は令和５年２月28日までにマイナンバーカー
ドを申請した人です。決済サービスによっては、９月
30日よりも前に申し込み期限が来るものもありますの
で、お早めに申し込みください。詳しくは、マイナポ
イント事業ホームページをご確認ください。

▽マイナポイント第２弾対象キャンペーン
　①選択したキャッシュレス決済サービスでチャージ
　　またはお買い物をした人（最大5,000円分）
　②健康保険証の利用申込をした人（7,500円分）
　③公金受取口座登録をした人（7,500円分）

▽マイナポイントの手続き
　　スマートフォンやパソコン、携帯ショップ、郵便
　局などで手続きができます。また、市役所本庁舎・
　温泉津支所・仁摩支所でもお手伝いできます。市役
　所本庁舎では、リモート支援窓口を開設しています
　ので、お気軽にご利用ください。

市ホームページ

問政策企画課（☎0854‐83‐8005）

会場参加 ＷＥＢ参加

　・問旭化成ファーマ㈱  FAX 0859‐22‐5701
　　Eメール hirose.ts@om.asahi-kasei.co.jp
申
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※　直接各医療機関へ予約してください。がん検診（個別）

９月の子育て応援コーナー ※　予約制です。子ども家庭支援課（☎0854‐83‐8152）へお申し込みください。

お持ちいただくもの

母子健康包括支援
センター

「おおだっこ」
（市役所1階）

仁摩保健センター

身体計測・育児相談
栄養相談・授乳相談 母子健康手帳

バスタオル

母子健康手帳
バスタオル
おむつ

飲み物（お子さん用）

種　類

20日㈬

26日㈫

29日㈮

離乳食教室
（前期）

授乳サロン
ごくごく 13:00～16:15

10:00～11:30
受付９:45～

生後８か月頃までの乳児と
その保護者

身体計測・授乳相談

育児教室
（前期）

乳幼児相談 ６日㈬ ９:00～11:30

ふれあい遊び・絵本読み聞か
せなど　妊婦さんも大歓迎

内　容 ・ 対　象日　時 場　所

☆乳がん
マンモグラフィ

検診

種　類 医療機関 対象者など

大田市 市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）

出雲市 島根県立中央病院ほか７医療機関
（市ホームページでご確認ください）

40歳以上の女性（完全予約制）
◎自己負担金　2,000円
・市立病院は２回の受診が必要

大田市 市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）

出雲市 ひゃくどみクリニック（☎0853‐21‐0130）
ヘルスサイエンスセンター島根（☎0853‐20‐0649）

☆子宮頸がん
検診

20歳以上の女性
◎自己負担金
・子宮頸部検査　　　　1,500円
・ＨＰＶ検査（希望者）1,500円

そのほかの健（検）診 ※　対象者へ個別に通知しています。通知がない場合はお問い合わせください。

令和６年４月１日時点で40・50・60・70歳の人
◎自己負担金　無料

ご協力ください
「献血」は命をつなぐボランティア

イオン大田店
 （長久町）

皆さんの善意の献血によって
多くの患者さんの命が救われます

９月23日㈯
10:00～12:00　
13:30～16:00

種　類

歯周疾患検診
（７月～12月）

特定健診等健康診査
（６月～12月）

後期高齢者
歯科口腔健診
（６月～12月）

医療機関

市内の歯科医療機関

指定医療機関

指定歯科医療機関

対象者など

島根県後期高齢者医療制度加入者のうち、昭和13年４月２日～
昭和23年４月１日生まれの人
◎自己負担金　無料

40歳以上で下記の該当者
・大田市国民健康保険加入者
・島根県後期高齢者医療制度加入者
・生活保護受給者　　
◎自己負担金　無料



朝山まちづくりセンター９:00～９:30

富山まちづくりセンター10:00～10:30

波根まちづくりセンター11:00～11:30

久手まちづくりセンター13:00～14:00

大屋まちづくりセンター９:00～９:30

久利まちづくりセンター10:15～10:4522日㈮

７日㈭

22日㈮

大田市民会館　　　　　13:30～15:00

大田市民会館　　　　　

健康増進課

大田市民会館

大田市民会館

13:00～14:30

26日㈫
27日㈬

川合・大屋・久利・池田・
志学・北三瓶・富山・朝山・
波根・久手・鳥井・長久・
静間・五十猛・大森・水上・
祖式・大代の各まちづくり
センター

川合・大屋・久利・池田・
志学・北三瓶・富山・朝山・
波根・久手・鳥井・長久・
静間・五十猛・大森・水上・
祖式・大代の各まちづくり
センター

９:00～12:00
13:00～16:00

10月
２日㈪

９:00～11:00

11日㈪ 13:30～15:00
17:30～19:00

12日㈫ ９:30～11:00
13:30～15:00

12日㈫ ９:30～11:30
13:30～15:30

14日㈭ ９:30～11:30
13:30～15:30

11日㈪
９:30～11:30
13:30～15:30
17:00～19:00

10月
10日㈫

９:00～11:00
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健康ガイド９月 ☆マークの検診では自己負担が軽減
【無料になる人】生活保護世帯の世帯員、福祉医療受給者、市民税非課税世帯の世帯員
【半額になる人】大田市国民健康保険加入者、島根県後期高齢者医療制度加入者
※　必要な書類や手続きについては、健康増進課までお問い合わせください。

問健康増進課
（☎0854‐83‐8151）
がん検診（集団）

種　類

☆胃がん検診
（バリウム検査）
個人通知なし
事前申込不要

日時・場所
胃がん検診（バリウム検査）
40歳以上（事前申込不要）
◎自己負担金　1,000円
・検診が午前の人は前日の21時以
　降、午後の人は当日７時以降に
　食事をとらないでください。

対象者など

13

☆大腸がん検診
（容器配布日）
個人通知なし
事前申込不要

☆子宮頸がん
検診

（事前申込不要）

☆乳がん
マンモグラフィ

検診

回収日

大腸がん検診（容器配布）
40歳以上（事前申込不要）
◎自己負担金　400円
・２日間の便を容器に取る検査

20歳以上の女性（事前申込不要）
◎自己負担金
・子宮頸部検査　　　　1,000円
・ＨＰＶ検査（希望者）1,000円

完全予約制
40歳以上の女性（２年に１回）
◎自己負担金　
1,500円（２方向撮影）
◎予約先　
　健康増進課（☎0854‐83‐8151）



問石見銀山課（☎0854‐83‐8132）
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静 間 城 跡

石見銀山と市内遺産
なるほど分かった　地域の宝

■：３館共通　○：温泉津のみ休館

中央図書館　　☎0854-84-9200　平日10:00～19:00　土日10:00～18:00
仁摩図書館　　☎0854-88-4646　10:00～18:00
温泉津図書館　☎0855-65-2177　10:00～17:00

　平凡な大学２年生の夏川誠が出会っ
たチェアリング部の仲間。就職活動目
前の不安や葛藤にそれぞれが向かいま
す。登場人物５人から、めいっぱい伝
わってくる青春時代のすがすがしさと
未熟さは、読者も共感するところがあ
るはず。あらゆる世代の人達の背中を
押してくれる１冊です。

おすすめの本
『ロールキャベツ』　森沢　明夫／著
　　　　　　　　　　  徳間書店（仁摩図書館所蔵）

◇展示テーマ

第５回

「夜の時間に」
　９月のことを別の呼び名で長月といいます。
これから長くなる夜の時間を、本と一緒に過ご
しませんか？

中
　央

仁
　摩

９月の図書館お休みの日

「おんがく」
　音楽は皆さんの生活のいたるところにありま
す。音を聴いたり、楽器を演奏したりすること
で癒されたり、気持ちを盛り上げてくれたり。
私達を支えてくれる音楽について、本を通して
知識を深めてもらえる展示をします。
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火 木 金日

③
⑩
⑰
㉔

月 水

４

11

18

25

５

12

19

26

6

13

20

27

７

14

21

28

１

８

15

22

29

土

②
⑨
⑯
㉓
㉚

おはなし会

古文書を読む会

自死予防週間展示

認知症啓発展

おはなし会

仁摩小学校夏休み作品展

ガン征圧月間関連本展示

認知症啓発展

◇行事と企画展
図書館

中 央

仁 摩

行　事

９日㈯・23日㈯ 

16日㈯ 

４日㈪～29日㈮ 

９月29日㈮～10月６日㈮

16日㈯ 

１日㈮～17日㈰

１日㈮～25日㈪

１日㈮～28日㈭

14:00～14:20

14:00～16:00

10:15～10:45

日　　時
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ナ
ー
シ
ッ
プ

宣
誓
制
度
と
は

　
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
は
「
性

的
指
向
（
自
己
の
恋
愛
ま
た
は
性

的
な
関
心
の
対
象
と
な
る
性
別
に

つ
い
て
の
指
向
）
が
異
性
の
み
で

な
い
人
、
ま
た
は
性
自
認
（
自
己

の
性
別
に
つ
い
て
の
認
識
）
が
出

生
時
に
届
け
ら
れ
た
性
と
は
異
な

る
人
」
を
い
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
人
の
た
め
に
導
入

さ
れ
た
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣

誓
制
度
」
と
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
関
係
（
互
い
の
人
生
に
お

い
て
、
互
い
に
協
力
し
て
継
続
的

に
生
活
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
、

一
方
ま
た
は
双
方
が
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
で
あ
る
２
人
の
関
係
）
に

あ
る
人
が
、
宣
誓
の
手
続
き
を
す

る
こ
と
で
、
日
常
生
活
の
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
の
手
続
き
が
円
滑
に

な
る
ほ
か
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
制
度
の

こ
と
で
す
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度

を
導
入
し
て
い
る
都
道
府
県

　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度

を
導
入
し
て
い
る
都
道
府
県
は
増

え
て
き
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
７
月
　
茨
城
県

　
令
和
２
年
１
月
　
大
阪
府

　
令
和
２
年
12
月
　
群
馬
県

　
令
和
３
年
８
月
　
佐
賀
県

　
令
和
３
年
９
月
　
三
重
県

　
令
和
４
年
２
月
　
青
森
県

　
令
和
４
年
４
月
　
秋
田
県

　
令
和
４
年
４
月
　
福
岡
県

　
令
和
４
年
９
月
　
栃
木
県

　
令
和
４
年
11
月
　
東
京
都

　
令
和
５
年
３
月
　
静
岡
県

　
令
和
５
年
３
月
　
富
山
県
　

島
根
県
の
状
況

　
島
根
県
で
は
「
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
」
を
令
和
５
年

10
月
１
日
か
ら
導
入
す
る
予
定
で

す
。

　
届
出
が
受
理
さ
れ
た
人
に
は
、

島
根
県
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓

書
受
領
カ
ー
ド
（
名
刺
サ
イ
ズ
）

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
島
根
県
と
県
内

全
市
町
村
の
共
同
事
業
と
し
て
開

始
す
る
予
定
で
す
。

大
田
市
の
状
況

　
大
田
市
と
し
て
具
体
的
に
対
応

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

「
島
根
県
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓

制
度
で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
一

覧
表
」
に
掲
載
さ
れ
、
島
根
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
周
知
さ
れ

ま
す
。

　
ま
た
、
公
共
施
設
だ
け
で
は
な

く
、
企
業
や
事
業
所
な
ど
で
、
受

領
カ
ー
ド
を
提
示
す
れ
ば
受
け
ら

れ
る
サ
ー
ビ
ス
も
今
後
増
え
て
き

ま
す
。

　
そ
の
際
に
は
、
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ

（
性
的
少
数
者
で
あ
る
個
人
の
情
報

を
勝
手
に
他
者
へ
伝
え
る
こ
と
）

に
な
ら
な
い
よ
う
な
配
慮
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
と
き
に
備
え
て
、
職
場
な

ど
で
事
前
に
話
合
い
を
す
る
よ
う

な
対
応
が
必
要
で
す
。

世
界
に
お
け
る
同
性
婚

　
世
界
で
は
同
性
婚
を
認
め
て
い

る
国
や
地
域
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
が
、
一
方
で
同
性
婚
を
認
め
て

い
な
い
国
や
地
域
が
64
あ
り
、
そ

の
中
に
は
同
性
愛
と
い
う
理
由
で

刑
罰
の
対
象
と
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
32
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
国
や
地
域
に
よ
っ

て
は
、
外
国
人
も
刑
罰
の
対
象
と

な
る
と
こ
ろ
も
あ
る
た
め
、
性
的

少
数
者
の
人
が
渡
航
す
る
際
は
注

意
が
必
要
で
す
。

日
本
に
お
け
る
同
性
婚

　
日
本
で
は
、
令
和
５
年
６
月
16

日
に
、
性
的
指
向
及
び
ジ
ェ
ン

ダ
ー
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
多
様

性
に
関
す
る
国
民
の
理
解
の
増
進

に
関
す
る
法
律
が
国
会
で
採
択
さ

れ
、
６
月
23
日
よ
り
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
日
本
に
お
け
る

性
的
少
数
者
に
対
す
る
人
権
へ
の

考
え
方
が
一
歩
進
ん
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
日
本
に
お
け
る
同

性
婚
の
法
整
備
に
つ
い
て
は
、
現

在
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
も
慎
重
に
議
論

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

先
進
国
と
し
て

　
６
月
に
開
催
さ
れ
た
先
進
７
か

国
首
脳
会
議
（
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ

ト
）
の
参
加
国
で
同
性
婚
を
法
律

で
認
め
て
い
な
い
の
は
日
本
と
イ

タ
リ
ア
の
２
か
国
で
す
。

　
し
か
し
、
イ
タ
リ
ア
は
国
と
し

て
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度

を
導
入
し
て
い
ま
す
。
日
本
も
今

後
は
何
ら
か
の
対
応
を
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

き
ず
な
へ
の
ご
意
見
は
…

問
人
権
推
進
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
３
８
）

広報おおだ　Ｒ5（2023）８.24

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度

石
見
銀
山
遺
跡
は
、
人
類
の
平
和
と
人
権
の
尊
重
を
め
ざ
す
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す

きずな
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日
本
の
法
律
で
は
同
性
婚
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
そ
う
し
た
中
で
、
法
的
な
権
利
義
務
は
発
生
し
ま
せ
ん
が
、
婚

姻
関
係
を
結
ん
だ
人
と
同
等
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
制
度
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
で

す
。

　
今
回
は
、
多
様
な
性
を
認
め
合
い
、
性
的
少
数
者
の
人
が
、
自

分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
導
入
さ

れ
た
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。



　
家
屋
を
解
体
さ
れ
た
場
合
、
次

の
年
か
ら
は
そ
の
家
屋
の
固
定
資

産
税
は
か
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。

家
屋
を
解
体
さ
れ
た
場
合
は
、
税

務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な

お
、
解
体
さ
れ
た
家
屋
の
種
類
に

よ
っ
て
、
土
地
の
固
定
資
産
税
が

変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
面
積
の
大
き
さ
に
関
わ

ら
ず
、
家
屋
を
新
築
・
増
築
さ
れ

た
場
合
に
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

課
税
漏
れ
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
固
定
資
産
税
が
課

税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
税
務
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
２
５
）

▽
試
験
の
種
類

　
甲
種
／
特
類
・
第
１
類
〜
第
５

　
類

　
乙
種
／
第
１
類
〜
第
７
類

▽
日
時
　
12
月
17
日
㈰

　
９
時
ま
た
は
13
時
30
分

※
　
試
験
の
種
類
に
よ
っ
て
開
始

時
間
が
異
な
り
ま
す
。

▽
場
所
　
松
江
市
ま
た
は
浜
田
市

※
　
試
験
会
場
は
、
受
験
票
で
指

定
さ
れ
ま
す
。

▽
受
験
願
書
の
受
付
期
間

　
書
面
申
請
　
10
月
６
日
㈮
〜
　

　
　
　
　
　
　
10
月
20
日
㈮

　
電
子
申
請
　
10
月
３
日
㈫
〜
　

　
　
　
　
　
　
10
月
17
日
㈫
　

　
詳
し
く
は
、（
一
財
）消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
　
試
験
案
内
と
受
験
願
書
は
、

消
防
本
部
、
西
部
消
防
署
に
あ

り
ま
す
。

問
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
０
６
５
０
）

　「
中
退
共
」は
、中
小
企
業
の
た

め
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。
掛

金
助
成
や
税
法
上
の
優
遇
が
受
け

ら
れ
、
外
部
積
立
型
な
の
で
管
理

も
簡
単
で
す
。

　
詳
し
く
は
中
退
共
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本

部（
☎
０
３
‐
６
９
０
７
‐
１
２
３
４
）

　
日
常
生
活
で
お
困
り
の
こ
と
、

嫌
が
ら
せ
、
差
別
な
ど
何
で
も
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
す
。
匿
名
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

▽
相
談
専
用
電
話

　
０
１
２
０
‐
７
７
１
‐
２
０
８

 

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

▽
受
付
　
月
曜
日
〜
金
曜
日

 

（
祝
日
、
12
月
29
日
〜
１
月

　
３
日
を
除
く
）

　
９
時
〜
17
時

問
人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
３
‐
５
７
７
７
‐
１
８
０
２
）

　
市
で
は
慰
霊
塔
に
お
い
て
献
花

を
お
こ
な
い
、
戦
没
者
の
ご
冥
福

を
祈
念
し
ま
す
。
慰
霊
塔
は
７
時

30
分
か
ら
17
時
ま
で
開
扉
し
て
い

ま
す
。

▽
日
時
　
９
月
23
日
㈯

　
　
　
　
10
時
〜
10
時
30
分

▽
会
場
　
代
官
山
慰
霊
塔

　
　
　
　
　
　
（
大
田
町
）

問
介
護
保
険
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
５
９
）

▽
日
時
　
９
月
９
日
㈯

　
　
　
　
13
時
〜
15
時

▽
会
場
　
市
民
セ
ン
タ
ー
１
階

▽
参
加
費
　
１
０
０
円

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　
・
問
世
話
人
（
野
津
☎
０
８
０

‐
６
３
１
５
‐
９
５
１
７
）

▽
日
時
　
９
月
２
日
㈯
14
時
〜

▽
会
場
　
あ
す
て
ら
す
ホ
ー
ル

▽
作
品
　「
ケ
ア
ニ
ン
〜
あ
な
た

　
で
よ
か
っ
た
〜
」（
日
本
）

▽
内
容
　
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ

　
た
認
知
症
の
女
性
と
の
関
わ
り

　
を
深
め
て
い
く
こ
と
で
、
い
つ

　
し
か
本
気
で
介
護
の
仕
事
に
向

　
き
合
う
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

▽
入
場
料
　
無
料
　

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　
・
問
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
あ
す
て
ら
す

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
５
５
５
７
）

広報おおだ　Ｒ5（2023）８.24

家
屋
の
解
体
・
新
築
・
増
築

を
し
た
ら
税
務
課
へ

消
防
設
備
士
試
験

中
小
企
業
退
職
金
共
済

（
中
退
共
）
制
度

ア
イ
ヌ
の
方
々
の
た
め
の

電
話
相
談

大
田
市
戦
没
者
追
悼
式

催
　
　し

認
知
症
の
人
と
家
族
の
つ
ど
い
　

「
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
の
会
」

あ
す
て
ら
す
映
画
上
映
会

申

…申し込み先
問…問い合わせ先

市　勢
（令和５年８月１日現在）

（　　）内は前月比

お
知
ら
せ

○人　口　32,413人　（△ 19）
　・男　　15,583人　（△ 16）
　・女　　16,830人　（△  3）
○世帯数　15,474世帯（△  3）
○出生数　　　12人
○死亡数　　　41人
○面　積　435.71㎢

申

数量限定・当日ボランティア募集・中止の場合あり

①おおだ子ども食堂
　おおだふれあい会館

23日㈯17：00～19：00
☎090‐4897‐4308

16日㈯11：00～13：30
☎090‐1188‐9088

16日㈯17：00～19：00
☎0854‐83‐7373

②みんなの食堂
　祖式ジム

③多世代交流食堂みーる堂
ゆきみーる（若者も無料）

子ども食堂９月の予定

申
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オ
ペ
ラ
界
ト
ッ
プ
歌
手
の
笛
田

博
昭
氏
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
歌

姫
、
オ
ク
サ
ー
ナ
・
ス
テ
パ

ニ
ュ
ッ
ク
氏
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
藤
原

藍
子
氏
を
お
迎
え
し
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま

す
。
ま
た
、
市
民
合
唱
団
を
結
成

し
、
平
和
の
祈
り
を
込
め
て
舞
台

へ
立
ち
ま
す
。
収
益
は
す
べ
て
復

興
支
援
の
た
め
に
寄
附
し
ま
す
。

▽
日
時
　
９
月
10
日
㈰

　
　
　
　
13
時
30
分
開
場

▽
会
場
　
大
田
市
民
会
館

▽
料
金

・
指
定
席
　前
売
券
　４
０
０
０
円

　
　
　
　
　当
日
券
　４
５
０
０
円

・
自
由
席
　前
売
券
　３
０
０
０
円

　
　
　
　
　当
日
券
　３
５
０
０
円

・
学
生
券
（
高
校
生
以
下
）

　
　
　
　
　
　
　
　
１
５
０
０
円

　・問
実
行
委
員
会
事
務
局（
谷
本

☎
０
９
０
‐
７
９
７
９
‐
１
５
５
１
）

　
認
知
症
の
人
や
家
族
を
あ
た
た

か
く
見
守
る
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
を
養
成
し
ま
す
。

▽
日
時
　
９
月
21
日
㈭

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時

▽
会
場
　
大
田
市
民
セ
ン
タ
ー

▽
参
加
料
　
無
料

▽
定
員
　
15
人
（
要
事
前
申
込
）

　
・
問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
７
７
６
６
）

　
介
護
施
設
で
補
助
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
働
く
た
め
の
心
構
え
や
知
識

を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
　
９
月
26
日
㈫
〜
28
日
㈭

　
　
　
　
10
時
〜
16
時

▽
会
場
　
あ
す
て
ら
す

▽
参
加
費
　
無
料

▽
対
象
　
60
歳
以
上

▽
定
員
　
10
人

▽
申
込
期
限
　
９
月
12
日
㈫

　
・
問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
　
邑
智
分
室

（
☎
０
８
５
４
‐
86
‐
８
６
２
０
）

パ
ソ
コ
ン
・
経
理
資
格
取
得
コ
ー

ス▽
期
間
　
11
月
６
日
㈪
〜
令
和
６

　
年
３
月
５
日
㈫

▽
会
場
　
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
島

　
根
（
江
津
市
）

▽
受
講
料
　
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
１

　
万
６
０
０
０
円
ほ
か

▽
対
象
　
求
職
者

▽
定
員
　
15
人

▽
申
込
期
限
　
10
月
17
日
㈫

▽
入
校
検
定
日
　
10
月
20
日
㈮

▽
検
定
会
場
　
浜
田
合
同
庁
舎

▽
選
抜
方
法
　
面
接
・
筆
記
試
験 

　（
国
語
・
数
学
）
　

▽
申
込
方
法
　
お
近
く
の
ハ
ロ
ー

　
ワ
ー
ク
窓
口
で
入
校
願
を
提
出

問
県
立
西
部
高
等
技
術
校

（
☎
０
８
５
６
‐
22
‐
２
４
５
０
）

夜
の
パ
ソ
コ
ン
講
習

（
ワ
ー
ド
基
礎
）

▽
日
時
　
９
月
13
日
〜
10
月
４
日

　
の
間
の
㈪
・
㈬
・
㈮
19
時
〜

　
21
時
（
９
月
18
日
は
休
講
）

▽
場
所
　
島
根
中
央
地
域
職
業
訓

　
練
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
　
マ
ウ
ス
と
キ
ー
ボ
ー
ド

　
操
作
が
で
き
る
人

▽
定
員
　
15
人

▽
受
講
料
　
１
万
１
０
０
０
円

▽
申
込
期
限
　
９
月
６
日
㈬

　
・
問
島
根
中
央
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
９
６
６
６
）
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認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

募
　
　集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

介
護
補
助
育
成
講
習

県
立
西
部
高
等
技
術
校

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

申

申申

申

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
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商工会「正規職員」
　　（経営指導員）募集

▽職種　正規職員（経営指導員）
※　経営指導員とは、島根の企業の元気をお手伝い
する仕事です。
▽採用予定人数　若干名
▽採用予定日　令和６年４月１日㈪
▽勤務地　島根県内の商工会または島根県商工会
　　　　　連合会
▽受付締切　９月11日㈪　17時必着
※　労働条件、受験に関する詳細、採用試験申込書
などについては、銀の道商工会ホームページを確認
してください。

問銀の道商工会（☎0855‐65‐1110）

銀の道商工会ホームページ

https://gin-road.shoko-shimane.or.jp/

島根県聴覚障害者情報センター
https://www.shimane-choukaku.jp/

要約筆記者養成講習会
▽実施期間　令和５年10月１日㈰～令和６年11月30日㈯
▽開催場所　出雲市民会館ほか
▽内容　手書きコース・パソコンコース（両方受講可）
▽受講条件　島根県在住の18歳以上の人で、聴覚障がい
　者の福祉に理解と熱意があり、受講修了後、全国統一要
　約筆記者認定試験を受験し、島根県意思疎通支援者（要
　約筆記者）として活動できる人。
▽受講料　テキスト代4,000円、教材など一部は自己負担
▽募集人数　各コース16人程度
▽申込締切　９月４日㈪　消印有効
▽申込方法　受講申込書に必要事項を記入し、島根県聴
　覚障害者情報センターへ郵送またはご持参ください。
※　講習会の詳細、受講申込書は下記ホームページから
確認してください。

　・問島根県聴覚障害者情報センター（☎0852‐32‐5960）申
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ごみの持ち込み

大田（橋北）
大田（橋南）
川合・久利
久手（鳥越含む）
鳥井・長久（新諸友含む）
静間・五十猛・大屋
富山・朝山・波根
大森・水上・祖式・大代
三瓶・山口（大田野城含む）
仁摩地区 
温泉津地区
▼不燃粗大ごみ　
仁摩地区

９月不燃ごみの収集日

日６
１
７
11
８
12
13
14
４
５
14

日

日

20
15
21
25
22
26
27
28
19
19
28

26

▼燃やせるごみ
大田可燃物中間処理施設（静間町）
▼不燃ごみ
大田市不燃物処分場（仁摩町宅野）
▼プラスチック製容器包装
大田容器包装リサイクルセンター
　　　　　（静間町／一般家庭のみ）
※　事業所は持込みできません。
▼資源物Ａ・Ｂ・Ｃグループ
大田リサイクルセンター
（大田町野城／休日・一般家庭のみ）
※　事業所は持ち込みできません。
※　平日は一般家庭の持ち込みもでき
ません。

【平日】（祝日・休日は除く）
一般家庭　９時～16時
事 業 所　９時～15時
【休日】　３日・17日　
一般家庭　８時30分～11時30分

※　事業所は休日に持ち込みできま
せん。

18

「老人の日・老人週間」県立施設の無料開放

休日と夜間に窓口を開設
マイナンバーカードの手続きに

　マイナンバーカードの交付について、次のとおり、休日窓口の開設と平日の
窓口延長をおこないます。
　市役所の開庁時間内にマイナンバーカードの申請や受け取りが難しいかた
は、ぜひ、ご利用ください。なお、混雑緩和のため、予約制とします。

▽申請・交付場所　　市役所本庁　市民課　
　※　支所ではおこないません。
　※　現住所が温泉津町と仁摩町の人は、各支所でカードを保管しています
　ので、受け取り希望日の５日前までにご連絡ください。
▽取扱事務　　マイナンバーカードの申請・交付事務のみ
　※　住民票など各種証明書の交付事務はおこないません。
▽申し込み　　予約制
　※　市民課へ事前に予約をしてください。予約状況などによっては、希望
　の日時に受け取りができない場合があります。

 　　　 　・問市民課（☎0854‐83‐8067）申

　昭和33年12月31日以前に生まれた人は、次の県立施設の入館料が無料に
なります。入館受付の際に健康保険証や運転免許証などを提示してください。

◇無料となる対象施設・期間
　９月15日㈮～21日㈭
　① 島根県立美術館（松江市） 
　② 島根県立八雲立つ風土記の丘展示学習館（松江市）  
　③ 島根県立古代出雲歴史博物館（出雲市）  
　④ 島根県立宍道湖自然館ゴビウス（出雲市）  
　⑤ 島根県立三瓶自然館サヒメル、三瓶小豆原埋没林公園（大田市）  
　⑥ 島根県立しまね海洋館「アクアス」（浜田市、江津市）  
　⑦ 島根県立石見美術館（益田市）  
　⑧ 島根県花ふれあい公園「しまね花の郷」（出雲市）
◇休館日
　①～⑦の施設は９月19日㈫　　⑧の施設は休館日なし

９月
10月
11月

10日・24日
15日・29日
12日・26日

４日・25日
16日・23日
６日・20日

休日窓口（日曜日）
８:30～12:00

平日窓口延長（月曜日）
17:15～19:30
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９月の相談

　市役所本庁の収納管理室で市税・国民健康保険料・後期
高齢者医療保険料の納付や相談を受け付けます。
★夜間納付・相談窓口（17時15分～20時）
　８月29日㈫、30日㈬、31日㈭
　９月11日㈪、28日㈭、29日㈮
★休日納付・相談窓口（10時～14時）
　９月17日㈰

問収納管理室（☎0854‐83‐8026）

19

納期限および口座振替日
市県民税

国民健康保険料
後期高齢者医療保険料

８月31日
２期
２期
２期

10月２日
―
３期
３期

期限内に納付をお願いします税・保険料

生活相談

こころの健康相談・アルコール相談（要予約）

難病相談

移動ナースバンク

ふくし
よろず
相　談

月～金
９時～17時
専用電話
0854‐84‐7577

暮らしの困りごと、悩みご
とに関する総合的なサ
ポート
（電話・来所・訪問）

司法書士
相　　談

法律相談
（弁護士による
パソコン面談）

一般相談

12日㈫　
10時～12時
要予約・無料

月曜日～金曜日
８時30分～16時30分

電話相談のみ
２日㈯　９時～11時30分

就労相談
（要予約）

13日㈬　
13時30分～15時30分

市社会福祉協議会本所

市社会福祉協議会本所

しまね難病相談支援
センター（出雲市）
（☎0853‐24‐8510）

　・問市社会福祉協議会本所（☎0854‐82‐0091）申

　・問県央保健所　健康増進課（☎0854‐84‐9823）申

問島根県ナースセンター（☎0852‐27‐8510）

11日㈪　13時30分～15時30分 県央保健所

エイズ・肝炎検査、骨髄バンク登録（要予約）

　・問県央保健所　医事・難病支援課（☎0854‐84‐9825）申
５日㈫・19日㈫　９時30分～11時 県央保健所

27日㈬　13時30分～16時 ハローワーク石見大田

福祉のお仕事相談会

問島根県福祉人材センター石見分室（☎0855‐24‐9340）
27日㈬　13時30分～15時30分 ハローワーク石見大田

はぴこ交流サロン（無料の結婚相談会）

問大田はぴこ会事務局（☎080‐2940‐7266）
電話受付：平日10時～18時、第２金曜日10時～21時

８日㈮　19時～20時30分 大田商工会議所

１日・８日・15日・
22日・29日
（いずれも金）
10時～15時40分
要予約・原則無料。
３回目の継続相談
から有料。

　・問石見法律相談センター（☎0855‐22‐4514）
相談（40分以内）は原則無料。３回目の継続相談から有料。

年金相談（要予約）
５日㈫・21日㈭　10時～15時
　出雲年金事務所お客様相談室（☎0853‐24‐0045）
問市民課（保険年金係）（☎0854‐83‐8154）
※　ご予約は出雲年金事務所お客様相談室まで

市役所４階大講堂

　島根県交通事故相談所（松江市）（☎0852‐22‐5102）
問危機管理課（☎0854‐83‐8009）

交通事故相談（要予約）
５日㈫　９時～15時 市役所２階第２会議室

若者就労相談（要予約）
８日㈮　10時～12時
問サポートステーション出雲（☎0853‐31‐6663）

ハローワーク石見大田

行政相談
１日㈮　９時～12時

22日㈮　10時～16時

温泉津まちづくりセンター
問人権推進課（☎0854‐83‐8038）

石見法律相談センター相談会（要予約）
おおだふれあい会館

申

申

申
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